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属 学 会 中国 四国支 部 鉄 鋼 第55回 ・金 属 第54回 合 同講 演 大 会,2012年8,月9～10日,
鳥 取 大 学 工 学 部(鳥 取 市)
●24WM-07(代 表:本 間千 晶 、北林 産 試)本 間 千晶 、畑 俊 充:第10回 木 質 炭化 学会"木
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森 拓 郎 、井 上 正文:繊 維 直 交方 向 に挿 入 したGIR接 合 部 の割 裂 耐 力 推 定 法(そ の1)
コンパ ク トテ ン シ ョン試 験 に よ る破 壊 靱 性 値 を用 い た推 定 法 の提 案 、 日本 建 築 学 会 学
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